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  地域において必要な患者に PCR 検査を適切に実施するための体制整備について 

 

今般、COVID-19(新型コロナウイルス感染症)について、今後、患者数がさらに増加するこ

と等を踏まえ、「SARS-CoV-2(新型コロナウイルス)核酸検出」が保険適用される。 

これを受け、患者の増加等により検査の需要が逼迫することも想定される。こうした状況

を踏まえ、新型コロナウイルス感染症にかかる地域の体制整備として必要な事項について「地

域において必要な患者に PCR 検査を適切に実施するための体制整備について」(令和 2年 3月

4日付け事務連絡が都道府県、保健所設置市、特別区に対して発出されたので、通知致します

ので、ご承知ください。 

なお、当該通知中、2都道府県における調整の方法について 

②把握すべき事項 

・域内における PCR 検査実施可能機関(医療機関等)の把握 

・各機関における一日あたりの PCR 検査可能件数(都道府県の域内て把握できるもの) 

について対応の要請等があった場合はご配意ください。  

  また、本通知の詳細については、通知全文を確認くださいませ。 

                                     以上 
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